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１．沖縄県内の動向

　本県の農業農村分野においては、これまで４次にわたる沖縄振興計画等によりさまざまな施策を推進して

きた結果、農業生産基盤及び農村生活基盤が着実に整備され、農業農村の振興に寄与してきた。今後も、本

県の農林水産業の振興を図るため、亜熱帯・島しょ性の地域特性に適合する生産基盤整備を推進する必要が

ある。併せて、本県の離島を中心に農業従事者の減少・高齢化が進行しており、農村を活性化させる取組が

必要である。

　本県では、沖縄の振興を図るため、県独自で「沖縄21世紀ビジョン基本計画」を策定し、また、農林水産

業の振興を推進するため「沖縄21世紀農林水産業振興計画」を策定したところである。

　振興計画では、「持続的農林水産業の振興」と「フロンティア型農林水産業の振興」を目標に７つの柱の

基本方向を設定しており、農業農村分野では、「農林水産物の安全・安心の確立」「農林水産業の担い手の育成・

確保及び経営安定対策等の強化」「亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤整備」「フロンティア型農

林水産業の振興」に関する施策を展開していく。

沖縄21世紀ビジョン（沖縄振興計画）における位置付け
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